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のではとの思いで､ 前回に次いで､ 骨格と肩甲部の部分 (58～87) について取上げる｡
体部について
(56～57) では､ 体部の前からの図と文章により骨格体部の仕組と筋肉の関係､ 筋肉のお
互いの関係 (拮抗関係) についで､ 関節として蝶番関節､ 球と窩による関節､ さらに丈夫な関
節についての説明がなされている｡
また､ 骨格についての正確な知識の必要性についても述べられている｡
(58～59) では､ 体部の前からの図と文により､ 胸部の骨である胸椎と肋骨､ 胴体の腰椎､
骨盤の骨である腸骨・恥骨・仙骨について､ 腹部の筋肉である腹直筋・内腹斜筋・外腹斜筋に
ついて､ そして､ それらの構造について述べられている｡
(60～61) では､ 体部の前からの図と文により､ 体部を胸部・胴部・腹部の三つの部分に
分けてその形状について述べられている｡
(62～63) では､ 筋肉の仕組図と文により､ 筋肉とその形・腱､ 筋肉と関節の蝶番・回転
運動について述べられている｡
(64～65) では､ 体部の最も上部にある三角筋と大胸筋について､ その起始・挿入・動き
について述べられている｡
(66～67) では､ 肩甲帯について､ その形の仕組上の見方についての多数の図と文によっ
て説明がなされている｡
(68～69) では､ 胴部の側面からの図と文によって､ 肩甲骨と肋骨で囲まれる胸郭､ 広背
筋・大鋸筋・外腹斜筋の付着等と､ その動きなどについて述べられている｡
(70～71) では､ 胴部の側面からの図と文によって､ 体部の上部にある肋骨で構成される
カゴとそこに施された仕掛けとその動きである胸の呼吸運動の仕組みと抑制筋・拳筋ついて述
べられている｡
(72～73) では､ 胴部の裏面からの図と文によって､ 骨は肋骨・第七頸椎 (隆椎) ・腰椎・
仙骨について､ 筋肉は最長筋・起立筋の深層筋について､ 僧帽筋・広背筋の浅層筋について述
べられている｡
(74～75) では､ 胴部の裏面からの図と文によって､ 体部の胸郭と骨盤の動き (仕組) と
形について述べられている｡
(76～77) では､ 胴部の裏面からの図と文によって､ 胸椎と腰椎から起始する深層筋であ
る起立筋と背中の筋肉群とについて述べられている｡







(80～81) では､ 胴部の裏面からの図と文によって､ 背中にある肩甲帯を動かす肩甲拳筋・
大小菱形筋・大鋸筋とその仕組について述べられている｡
(82～83) では､ 肩甲部の図と文によって､ 肩の骨である肩甲骨と上腕骨､ 棘上筋・棘下
筋・小円筋の起始・挿入､ それらの動きについて述べられている｡
(84～85) では､ 肩甲骨と上腕骨の図と文によって､ 肩甲骨と上腕骨とを結ぶ筋肉の仕組
による回転運動について述べられている｡















胴部と臀部の仕組 (74～75､ 78～79､ 80～81)､
上腕骨と肩甲骨の仕組 (84～85)､
肩甲骨と胴部の仕組 (86～87) などの構造とその動きなどである｡
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機械は動かす力と拮抗した力の間に入る道具である｡ 人体において､ 力と抵抗､ しなやかさ








球と窩の関節は機械のような構造である｡ 機械的な事以上は何も出来ない｡ 肩と腰では､ 球
状の骨の頭がカップ状の穴にはまっている｡ しなやかな１本の腱が球の頭に挿入され､ 一方の
端はカップの底で終わっている｡ これはそれらの場所に関節の二つの部分を密着させる｡
体を支え､ 且つ広い運動範囲を持つ下肢は､ より丈夫な深い関節を必要としている｡ 肘から
手首までの前腕の回転運動はもう一つの機械的な装置である｡
人間や動物の骨格について､ 骨の構造の多くの知識が必要である｡ 骨､ 関節そしてそれらを
動かす筋肉の間の正確な関係を研究する事である｡ 可動な関節はプロポーションの印を動かす
















































































前面から､ 胴体の量は三つの部分に分けられる｡ 最初の１番目は､ 二本の鎖骨の内側13か
ら胸の筋肉の基礎まで､ 上腕に筋肉の挿入される上の方向になる位置である｡ それは第六肋骨
上に下に三角の一辺を形成する｡ ２番目は､ ミズオチは胴体の上の部分を形作る｡ 我々にとっ
て､ これは上が胸の筋肉で､ 胃の下を境として接する平らな場所である｡ ３番目は､ より丸く
て､ 最も下の肋骨と骨盤の骨によって両端と結びつけられる｡ これは胴体の下の穴に位置し､
腹部と呼ばれる｡
胴体の塊である､ 胸部､ ミズオチの部分､ 腹部は比較的動かないが､ 中央の一つだけが動か









































うな構造である｡ 筋肉のエンジンは自動的に荷物を積み､ 下しをする｡ 自動車のエンジンと比
較すると､ その違いは燃料が場所をとる事であり､ 走る距離の間だけでなく､ 距離を分割した
間隔にある｡ 人により作られた機械は押す事により力を及ぼす､ 一方､ 人間の構造 (仕組) は
引く事により動かされる｡ 機械的な力は固定している､ 一方､ 筋肉の力は体のあらゆる運動に
よって形を変化させる｡ 筋肉は骨を取り巻く体の柔らかい部分である｡ これらの筋肉は繊維状
の構造で､ 腱と一体になって運動を供給する｡ それぞれの筋肉に目的があり､ それは､ 筋肉が
付着する部分を引く､ もしくは引き寄せる｡
関節と関節を動かす筋肉との間には密接な関係がある｡ 関節が出来る事はどのような事でも､




戻るとき大変異なる形を引き起こす｡ 筋肉は様々な方法で名付けられる｡ ある時は､ 筋肉のあ
る部分､ 筋肉の方向､ 大きさ､ 形､ そして筋肉の機械的な運動による｡ 単純な運動のいくつか
は簡単に理解される｡ 同じく､ 筋肉が骨と平行な腕や大腿の円柱状の骨を包む筋肉は肘や膝の
二つの蝶番状の運動を収縮する事によって与える｡ 肩と腰関節において､ 球と窩は､ 脚の回転
運動を筋肉の異なった方向に対応させる｡
筋肉は体の柔らかい部分である｡ 腱のある筋肉は道具である｡ 肉体的な動きによって機能す
る｡ さらに､ 筋肉は蝶番関節を動かし､ 回転運動をさせるに加えて､ 脛を斜めに横切る筋肉と




















第１点は､ 腱が腕を離れる場所｡ 第２点は､ 鎖骨に付着する点｡ 第３点は､ 鎖骨から胸骨へ下
がった所に接する所｡ 第４点は､ 胸骨を下がる所である｡ 第５点は､ 第七肋骨に付着する｡ 第




















から鎖骨まで動き､ 筋肉の力によって挙げられ､ 下げられ､ 回転させられる｡ 鎖骨と肩甲骨は
鎖骨が前で胸骨と繋がる所を除いては自由である｡ これらの骨は円錐形をした胸郭のまわりで
湾曲し､ 胸郭は胸骨帯として知られる｡ 胸骨との付着を除いて､ この帯は上下させられ､ 呼吸
活動を妨げないないように前へ投げ出されるか､ 固定的肋骨の胸郭の周りに巻き付かされる｡





















































































３. 肋骨の前の端は筋肉の力によって挙げ､ 下げされる｡ 挙げ､ 下げどちらであろうとも､
筋肉は肋骨が回転する軸を支え､ 釣り合う｡ それらは二本の筋肉の機械によって働かされ､ 一


























































































れらの塊の上で働き､ 体を前後に動かしたり､ 回転させたりする｡ 骨盤はたった二つの軸のあ
る輪に例えられる｡ 中心は腰の関節であり､ スポークは､ 歩いたり､ 走ったりする時に前後に














































何学的な形である｡ 形状について長細い菱形に似ている｡ ４つの点は先端の印になる｡ 上は､
頭蓋骨の後部の後頭骨の曲がった後の中央の13に挿入され､ そして第七頸椎の棘突起に挿入








の表層をそれら自身が形成する｡) 僧帽筋は頭を後方に引く｡ 広背筋は腕を後に引き､ 内側に
それを回転させる｡ 腕を下へ垂れさせると同様である｡

















後からの体の量は (その頂点が下の) 一つの大きなＶ字形で表される｡ これは多くの減退と
突出を示す｡ この事は骨の構造と背中で横行する筋肉の層に由来する｡ 上の肩甲帯からは両端
と帯は皮膚の下で溝もしくは隆起として見られる｡ これらは目印として見られ､ さらに識別さ
























































































反対側の頁の大きな図は肩甲骨の筋肉の配列を表す｡ 腕は肩から遠くに離れる｡ 腕が前､ 内
側もしくは後へ引かれるに違いない事を自然に考案された仕掛けを表している｡ 示される全て




０. 棘上筋 ３. 大円筋
１. 棘下筋 ４. 三頭筋




















２. 菱形筋：第七頸椎から第四､ 第五胸椎まで起始する｡ これは肩甲骨を引き上げ､ 引っ込
める｡
３. 大鋸筋：肩甲帯の脊椎端から起始し､ 肩甲骨を前へ引く｡
仕組
１. 肩甲骨の内端は腕が下げられると脊椎と平行になる｡
２. 腕が体に対して直角に上へ挙げられた状態の時､ 上腕骨の大結節は関節窩の上縁を引き
寄せる｡ すると肩甲帯は回転し始める｡
３. 水平の棒は前で胸骨と､ そして肩の頂点で肩甲帯の烏口突起と関節する鎖骨を表す｡
４. 後から見る時､ 肩甲帯が回転する軸は鎖骨と肩甲帯の稜が合う所である｡
５. 肩甲帯､ もしくはラテン語で肩甲骨｡
６. 上腕骨：腕の骨｡
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